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山行報告書      京都田辺山友会     報告者 三宅  武       

山 名 三 岳 ・ 小 金 ケ 岳 山行名 五 月 例 会 

ルート 大たわ ～ 三岳 ～ 大たわ ～ 小金ケ岳 ～ 大たわ 

山行日 平成２６年５月３日 天 候 晴れ 

参加者 

リーダー： 三 宅        サブリーダー： 岡 部 

男性： 北村  坪田  藤村  中田  中廣  宮野  上田   秋月 

    西川 石橋 後藤 

女性： 頼 長野 姫島 上杉 上田 大林 河野 伊藤  合計：  ２１名            
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山行報告 

前年に山行部からの募集で あなたの行きたい山  のアンケートで、この山を選定しました。 

どうせ行くなら関西百名山だと思い、提出いたしましたところ、この山が山行計画に選ばれま

した。 

山行期日も決定されましたので、まずは山の様子、特にルートは安全か、険しいか等々と、

時間はどれ程かかるか、関係図書を読みふけり、先輩諸氏に尋ねたりしました。とりあえず、

自家用車で単独で両山へ行き山の状況を自分で歩きしてルートの案内標識等を確認してきて確

信を持ちました。 

岩稜の状態は、ほとんどは火成岩で表面はブツブツしていて、しかもフインガークラックが多

いので、手がかり、足がかりがよくフリクションが良好だと思いました。 

本日は団体なので、皆さんの歩行状況を確認しつつ安全進行に神経を使いました。 

景色はすこぶる良く、岩塊の黒々した場所はちぎれ絵のごとく、新緑そしてヤマツツジ、シャ

クナゲ等色彩鮮やかでした。それに多紀アルプスの山々がうっすらとかすみ、とても幻想的で

した。 

天候は良好に恵まれ皆さんの歩行技術が大変良く無事下山出来ました。 ありがとうござい

ました 

ヒヤリハット 

ありませんでした。 
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三岳＆小金ヶ岳山行に参加して！ 

 

関西百名山、多紀アルプスの主峰、役の小角により行場として開かれた山、岩稜・岩峰と変化に富む、

等々の言葉から行ってみたいと参加しました。事前には参加人数が少ないなんて話も耳にしていたのに、

何とか滑り込みセーフ、マイクロバスは定員いっぱいの満席でした。 

当日は後半連休の初日、そして快晴、少々の渋滞は覚悟していたものの、名古屋方面への車が多くうま

くすり抜け京都縦貫道へ、後はすいすい登山口「 」へ到着です。ところでこの地名、皆さん読めま

すか？「おおたわ」と読むようですよ。（因みにＰＣに無い字なのでこの字を書

くのにも四苦八苦したのですが、文字化けするかも・・・。山篇に定と書きます。） 

いつもの通りトイレを済まし、続いて準備体操、班ごとの点呼、ＣＬを先頭

にスタートしました。 

すが、ＣＬが事前に下見され時間的に見ての判断です。何となく、否２つの

山の感じも含め中央アルプスの甲斐駒ヶ岳と仙丈ヶ岳を思い起こさせます。

 

先ずは三岳を目指しました。三岳は御嶽、或いは三嶽とも書くようで山名は

修験道から来ているらしい。後で登る小金ヶ岳は昔「金嶽」と呼ばれ、黄金

と修験道の関係の近さを表しているとの事です。 

本論に戻ります。スタートして直ぐに延々と続く階段の直登、整備はいいも

のの我々には結構きつい。出来るだけ階段を避けてゆっくりと登って行きま

した。当日は快晴で少々暑いのでは思っていたのですが流石丹波篠山、そよ

風もあり新緑にも適宜遮られ、気持ち良い登山になりました。１時間丁度で山頂に到着しました。北側

が開けており多紀の山並みが見渡せるのですが、ちょっと春霞なのか遠くはかすみ、水墨画を思わせる

感じでした。 

山頂には１０人ばかりの地元の人達が、倒木等の整備をしながら登って来られていました。彼らのお蔭

で私達も楽しい山行が安心して出来ます。感謝です！ 

（下山に当り彼らのひとりの口から「さぁー、ビールが美味しいぞ！」） 

数人のメンバーから色々なおやつを戴きひと休みして、下山開始。山友会の面々は元気そのもの、続い

た。時間的にはちょっと早い時間ですが、予定通りの昼食です。 

今度は小金ヶ岳を目指します。ミニ甲斐駒です。最初良く整備されたスギ林を緩やかに登りました。そ

の内自然林に移ると目に優しい新緑、新緑のオンパレード、色鮮やかな三つ葉ツツジ、山頂近くにはシ

ャクナゲ（少々遠過ぎましたが）、日陰ツツジ。一方登山道は岩場、岩塊、鎖、そして急登、何とも素晴

らしい山登りでした。 

山頂に着いて全員で記念撮影し、多紀の山並みを眺めつつひと休み。も少し靄が無ければ素敵な写真が

撮れるだろうに、とぶつぶつ。とは言え、十分満足した山頂でした。三岳に比べ約７０ｍ低いにも拘ら

ず、登りの時間は殆ど同じ、下山は３０分も多く時間を要しました。それだけ下山には注意を要した厳

しくも印象に残る山でした。 

安全山行に留意し、事前の調査・下見を十分

にされた CL に感謝すると共に、当日お世話

頂いた皆さんに改めてお礼申し上げます。有

難う御座いました！ 

             (中廣) 

 

 

 


